
 

 

地球のためにわたしたちができること 

               －「リサイクル ｆｏｒ アース」の取り組みを通して－ 

校長 松 本 浩 一 

  世界で困っている子どもたちや地球環境のために、自分たちのできることで何か貢

献できることはないだろうか。 

  児童会からの提案で、９月下旬から１０月中旬にかけて、リサイクル活動を全校で

取り組むことになりました。名付けて「リサイクル for アース」。先日、その集計結

果がまとまり、児童集会で報告がありました。 

      ・ エコキャップ  ８２１５２個 

      ・ プルトップ       約２１ｋｇ 

      ・ 牛乳パック       約３４ｋｇ 

      ・ 古切手           約４９０ｇ 

  すごい数字だと思います。児童会の呼びかけで、５６３人が取り組んだ結果、何人

の命が救え、どれだけのゴミが減り、どんなものに生まれ変わったことでしょう。 

 みんなが「地球に優しく」という意識をもつだけで、随分世の中は変わるはずです。

この活動期間が終わっても、あるいは学校だけでなく家庭でも、実践できているでし

ょうか。 

  リサイクルだけでなく、節電、節水、環境美化、紙の有効利用、ゴミの減量など、

考えられることはたくさんあると思います。地球に優しい活動を続けていきたいもの

です。 

 下は、長野県の小学校６年生が書いた作文の一部です。一度、じっくりと読んでみ

てください。 

 

  現在世界各国で、地下に眠る資源にたよることをやめ、風力、水力、太陽光などによるエネル

ギーなど、自然の力を使い、繰り返し利用する技術の開発が進められています。特に我が国では、

東日本大震災の経験がきっかけとなって、安全で持続可能なエネルギーという課題を意識し、人々

が自分自身の生活を見直すようになりました。私たち子どもにも続けてできることはないかと思

い、学級で話し合ってみると、「家庭でも、学校でも、使っていない電気は消すこと」「水を流

したままにせず、無駄使いをしないこと」「必要な分量を考えて購入するようにし、物をむやみ

に捨てないこと」「使える物は上手に再利用すること」など、身近なところで実践できそうだと

いう考えが次々に出されました。 

 地球の悲鳴に気付いた人々は、限りある資源に代わる、地球に優しく持続可能なエネルギーを

開発し、地球への負担を減らそうとしています。私たちは、自分もこのかけがえのない地球を構

成する一員であることを自覚し無駄を省き、未来を生きる命たちに青く美しい地球のバトンをわ

たしていかなければなりません。地球上の生き物と地球自身がいつまでも元気に共存していける

よう、今こそ行動をおこすべきだと考えます。  
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部活動で頑張っています 

１１月８日（土）と１５日（土）に、市教委と体育連盟主

催の尾張旭市小学校球技大会が行われました。東栄小学校は

ミニバスケットボール（女子）ミニバスケットボール（男子）

サッカーの３種目に参加しました。 

サッカー部は予選リーグの２戦を勝って決勝トーナメント

に進み、準決勝、決勝と、危なげのない試合展開で優勝しま

した。４試合とも無失点でした。 

ミニバス（女子）も２勝して予選リーグを勝ち上がりまし

たが、準決勝、３位決定戦ともに惜しくも破れてしまいまし

た。でもベスト４です。 

ミニバス（男子）は最初からトーナメント。１回戦、準決

勝と順調に勝ち上がりましたが、決勝戦はわずか１ゴール差

で敗れるという、惜しい準優勝でした。 

ファンファーレバンド部はおニューのユニフォームに身を

包み、１０月１１日の市民祭、１９日の校区ふれあい運動会

で見事な演奏を披露しました。 

ミニバスケットボール部は２

月の瀬戸旭大会、サッカー部は

１月の協会の大会、ファンファーレバンド部は２月の生

涯学習フェスティバルと、次の目標に向かいます。 

 

寒い季節の体育時の服装 
風の音が冬の到来を知らせる季節になりました。半袖体操服にハーフパンツという

夏の服装では、寒くて身がちぢこまってしまう季節です。けがを防ぎ、適温を保持す

るためにも、服装の工夫が必要です。そこで、体育の時間の服装のきまりを… 

① 夏の服装の上に、トレーナーやジャージ、長袖Ｔシャツなど、動きやすく、汚

れてもよい服を着てもよい。（寒ければジャージのズボンをはいてもＯＫです） 

② パーカーやジャンパーなどは着ない。（フードがついていたり、ダブダブしたり

するものは、運動に不向きなので避けてください） 

③ 体操服の下に長袖を着ない。（運動をして暑くなっても、体操服の下に着こんで

いたのでは脱ぐことができません） 

④ 手袋やタイツについて…種目の特性や体調に応じて、

担任が判断します。 

本当は素肌に体操服を着るといいのですが、最近は体操服

の下にシャツを着る子が多いようです。その場合、１時間の

活動が終わったら下シャツが汗まみれ…ということもありま

す。そういう場合に備えて、下着の替えもあるといいですね。 

 


